
                   障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

等
とう

に関する
かん

条例
じょうれい

検討
けんとう

部会
ぶかい
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議事
ぎ じ

（１）障害者
しょうがいしゃ

への理解
りかい

促進
そくしん

及び
およ

差別
さべつ

解消
かいしょう

のための条例
じょうれい

制定
せいてい

に 

係る
かか

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 

（第１回
だい かい

）における意見
い け ん

概要
がいよう

 （前回
ぜんかい

の議論
ぎ ろ ん

の振り返り
 ふ     かえ

） 

 

部会
ぶ か い

概要
がいよう

 

日
にち

 時
 じ

： 平成
へいせい

29年
ねん

3月
がつ

7日
にち

（火
か

） 17時
じ

から 19時
じ

まで 

場
ば

 所
しょ

： 東京
とうきょう

都庁
とちょう

第二本
だいにほん

庁舎
ちょうしゃ

10階
かい

 210・211会議室
かいぎしつ

 

議
ぎ

 事
じ

： ① 検討
けんとう

における主
おも

な論点
ろんてん

について 

     ② 検討
けんとう

の進め方
すす かた

について 
 

委員
いいん

からの主
おも

な意見
いけん

 

議事
ぎ じ

①「検討
けんとう

における主
おも

な論点
ろんてん

について」 

（１）基本
きほん

理念
りねん

等
とう

    

○理念
りねん

等
とう

（総論
そうろん

）  ⇒ 第 6回
だい かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・基本
き ほ ん

理念
り ね ん

については、関わる
かか

人
ひと

たちが読み解ける
 よ     と

ような（分かりやすい
 わ

）理念
り ね ん

としたい。 

・視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

のホーム転落
てんらく

事故
じ こ

以来
い ら い

、声掛け
こえか

など都民
と み ん

の良心
りょうしん

を感じる
かん

機会
きかい

が増えて
 ふ

いる。 

ハードには経済的
けいざいてき

な限界
げんかい

等
とう

がある中
なか

、都民
とみん

の心
こころ

を育む
はぐく

ようなことを理念
りねん

で訴えたい
うった

。 

・共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

について理念
りねん

に盛り込みたい
 も   こ  

。 

・女性
じょせい

やこども、貧困
ひんこん

等
とう

との複合
ふくごう

差別
さ べ つ

について、丁寧
ていねい

に検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。 

・法
ほう

は義務者
ぎ む し ゃ

の視点
し て ん

だが、権利
け ん り

の主体
しゅたい

である障害者側
しょうがいしゃがわ

の視点
し て ん

から記述
きじゅつ

ができると良い
 よ

。 

・障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の進展
しんてん

等
とう

により障害
しょうがい

理解
りかい

が進む
すす

一方
いっぽう

で、その障害
しょうがい

理解
りかい

が（一律
いちりつ

の）ラベリングや 

（多様
 たよう

な障害者
しょうがいしゃ

をありのまま受け入れられず
 う   い

、結果
 けっか

として）排除
はいじょ

につながってしまう、揺り戻し
 ゆ     もど

の

ような現象
げんしょう

があることに配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

。 

・都
と

独自
ど く じ

の課題
か だ い

を解決
かいけつ

するような条例
じょうれい

としたい。 

・共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

という理念
りねん

に対し
たいし

、内外
ないがい

から人
ひと

が集まる
あつ

東京都
とうきょうと

において「都民
とみん

」と言う
 い

表現
ひょうげん

は

狭く
せま

感じる
かん

。（都民
とみん

だけでなく都
 と

に入って
はい

くる人
ひと

も含めて
ふく

広く
ひろ

対象
たいしょう

とする等
とう

表現
ひょうげん

を工夫
 くふう

して 

ほしい。）  

・地域
ちいき

の中
なか

で差別
さべつ

を受けて
 う

きた精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が地域
 ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるための条例
じょうれい

になると良い
 よ

。 

○障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

  ⇒ 第４・５回
だい        かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

を明確化
めいかくか

できると良
よ

い。 

（障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

の算定
さんてい

とは考え方
かんが  かた

が異なる
こと

など、分かりにくい
わかり

面
めん

がある。） 

 

 

 



○都民
とみん

・事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

  ⇒ 第２回
だい  かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

（本日
ほんじつ

） 

・合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は社会的
しゃかいてき

コストであり、社会
しゃかい

（都民
と み ん

）の理解
りかい

があれば、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の心理的
しんりてき

コストは 

下がる
 さ

と考えられ
かんが

、誰
だれ

がどの程度
ていど

コストを負担
 ふたん

すべきか考える
かんが

ことが重要
じゅうよう

。 

・八王子市
はちおうじし

では、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が大規模店
だいきぼてん

に行き
 い

好事例
こうじれい

を集めて
あつめて

いる。当事者
とうじしゃ

の役割
やくわり

も大切
たいせつ

。 

○区
く

市町村
しちょうそん

と都
と

の連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

 第４・５回
だい     かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・理解
り か い

促進
そくしん

では、区
く

市町村
しちょうそん

の役割
やくわり

（地域
ち い き

住民
じゅうみん

への理解
り か い

促進
そくしん

）も重要
じゅうよう

。 

・相談
そうだん

体制
たいせい

については、基礎的
  きそてき

自治体
 じちたい

が受け持つ
 う     も

のも当然
とうぜん

だが、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の相談先
そうだんさき

等
とう

について都
 と

に 

おいても対応
たいおう

できるようしてもらうと良い
 よ

のではないか。 

※相談
そうだん

・紛争
ふんそう

解決
かいけつ

の仕組み
 し  く

における連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

については（５）に記載
き さ い

。 

○「不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつかい

」の定義
ていぎ

・範囲
はんい

 ⇒ 第４・５回
だい      か い

検討
けんとう

部会
ぶかい

等
とう

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・ 法上
ほうじょう

は、個別
 こべつ

分野
 ぶんや

の具体的
ぐたいてき

な規定
きてい

になっていない。条文上
じょうぶんじょう

規定
きてい

するか指針
ししん

等
とう

で示す
しめ

か方法
ほうほう

は様々
さまざま

だが、都民
とみん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

が何
なに

をしてはいけないのか分かりづらい
 わ

のは課題
かだい

である。 

・ 条文上
じょうぶんじょう

で差別
さべつ

を例示
れいじ

すると、例
れい

が先行
せんこう

し、それだけが差別
さべつ

と取られる
 と

危険
きけん

もある。 

・条例
じょうれい

を規定
きてい

する上
うえ

では（権利
けんり

・利益
りえき

を制限
せいげん

するため、）誰
だれ

に対して
たい

禁止
きんし

するのかは明確
めいかく

にする 

必要
ひつよう

がある。 

○「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

」の定義
ていぎ

・範囲
はんい

 ⇒ 第
だい

４・５回
     かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

等
とう

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

はその時
とき

のケースによって様々
さまざま

であり、具体的
ぐたいてき

に一律
いちりつ

に定める
さだ

ことはできない。 

また、決める
 き

ことの危うさ
あや

（障害
しょうがい

特性
とくせい

や一人
ひとり

ひとりに合わせた
 あ

配慮
はいりょ

を主体的
しゅたいてき

に考える
かんが

力
ちから

の低下
ていか

 

など）もある。 

・ 法的
ほうてき

義務
ぎむ

規定
きてい

の雇用
こよう

促進法
そくしんほう

では、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

も合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は義務
ぎむ

であり、何ら
なん

かの形
かたち

で整合
せいごう

を

図る
はか

ことができないか。 

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

のコストは金銭的
きんせんてき

コストと心理的
しんりてき

コストに分けられる
 わ

が、これらをいかに

効率的
こうりつてき

に進めて
すす

いくか（誰
だれ

がどの程度
ていど

まで負担
 ふたん

するのが社会
しゃかい

全体
ぜんたい

として負担
ふたん

が少ない
すく

か）が問題
もんだい

となる。ソフト面
めん

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

は、（障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

配慮
はいりょ

方法
ほうほう

や配慮
はいりょ

の必要性
ひつようせい

等
とう

に 

ついて）都民
とみん

の理解
りかい

が進まない
すす

と難しい
むずか

面
めん

がある。 

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

を義務付ける
 ぎ む づ

範囲
 はんい

をどこまで広げる
ひろ

か検討
けんとう

すべき。 

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

や過重
かじゅう

な負担
ふたん

の考え方
かんが   かた

を分かりやすく
 わ

提示
ていじ

する必要
ひつよう

がある。 

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の前提
ぜんてい

となる意思
い し

を表明
ひょうめい

しにくい（できない）人
ひと

もいることに配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

。 

 

（２）都民
とみん

及び
およ

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の理解
りかい

促進
そくしん

   

○都民
とみん

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

の理解
りかい

促進
そくしん

方法
ほうほう

・範囲
はんい

  ⇒ 第２回
だい  かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

（本日
ほんじつ

） 

・ 理解
りかい

促進
そくしん

を図る
はか

ためには、事例
じれい

の共有
きょうゆう

が重要
じゅうよう

。 

（都民
とみん

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

だけでなく、当事者
とうじしゃ

の理解
りかい

促進
そくしん

においても事例
じ れ い

の共有
きょうゆう

は重要
じゅうよう

） 

・ 当事者
とうじしゃ

と事
じ

業者
ぎょうしゃ

の関係
かんけい

からは、相互
そ う ご

理解
り か い

が重要
じゅうよう

となる。 

・ 都民
とみん

及び
およ

事
じ

業者
ぎょうしゃ

とあるが、公務員
こうむいん

も対象
たいしょう

と考える
かんが

べきではないか。 

・ 今
いま

やっていることを継続
けいぞく

していくことも重要
じゅうよう

。 

 

 



○教 育
きょういく

現場
げんば

等
とう

における理解
りかい

促進
そくしん

  ⇒ 第２回
だい  かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

（本日
ほんじつ

） 

・ 偏見
へんけん

や誤解
ごかい

の解消
かいしょう

には学校
がっこう

教育
きょういく

での取り組み
と       く

が重要
じゅうよう

であり、その中
なか

には教育者
きょういくしゃ

への理解
りかい

促進
そくしん

も

含む
ふく

べき。 

・全体
ぜんたい

にも関わる
かか

が、法
ほう

は今
いま

ある差別
さべつ

を解消
かいしょう

していくという考え方
かんが  かた

だが、今
いま

ある差別
さべつ

を無くす
 な

 

だけでなく、学校
がっこう

教育
きょういく

において障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

を深める
ふか

ことなどにより、差別
さべつ

を作らない
つく

という 

取組
とりくみ

も重要
じゅうよう

。 

・教育
きょういく

分野
ぶんや

では、インクルーシブ教育
きょういく

など様々
さまざま

な動き
うご

があるが、現場
げんば

では人的
じんてき

・資金的
しきんてき

課題
かだい

がある。 

・学校
がっこう

教育
きょういく

という枠
わく

だけで考える
かんが

のではなく、インターンやボランティア等
とう

様々
さまざま

な機会
きかい

を活用
かつよう

した

理解
りかい

促進
そくしん

が重要
じゅうよう

ではないか。 

 

（３）事
じ

業 者
ぎょうしゃ

による取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

○事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の取組
とりくみ

支援
しえん

方法
ほうほう

  ⇒ 第６回
だい   かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・中
ちゅう

小企業
しょうきぎょう

が主体的
しゅたいてき

に取り組める
 と     く

よう、実態
じったい

を明らか
あき

にした上
うえ

で行政
ぎょうせい

が支援
しえん

することも必要
ひつよう

。 

・中
ちゅう

小企業
しょうきぎょう

も含めた
ふく

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図る
はか

ための支援
しえん

が必要
ひつよう

。 

・ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

の取組
とりくみ

支援
しえん

を規定
きてい

することは重要
じゅうよう

。その際
さい

、（施策
しさく

として）事
じ

業者
ぎょうしゃ

への財政的
ざいせいてき

措置
そち

を

図って
はか

いる明石市
あかしし

などの例
れい

も、この部会
ぶかい

で検討
けんとう

しても良い
 よ

のではないか。 

・ 寄付
きふ

金
きん

によりタブレット端末
たんまつ

を購入
こうにゅう

した例
れい

もある。（施策
し さ く

として）都民
と み ん

や民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

の力
ちから

 

（寄付
き ふ

など）をいかに活用
かつよう

していくか、ということも検討
けんとう

できると良い
 よ

。 

 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の推進
すいしん

 

○多様
たよう

な手段
しゅだん

による情報
じょうほう

保障
ほしょう

の位置づけ
  い ち

 ⇒ 第３・４回
だい     かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・知的
ちてき

障害
しょうがい

や発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

に分かりやすく
 わ

伝える
つた

ことも情報
じょうほう

保障
ほしょう

の一つ
ひと

ではないか。 

・手話
しゅわ

だけでなく、点訳
てんやく

や音訳
おんやく

などの情報
じょうほう

保障
ほしょう

も重要
じゅうよう

。 

・手話
し ゅ わ

にはコミュニケーションとしての手話
しゅわ

と、言語
げんご

としての手話
しゅわ

の二面性
にめんせい

があり、コミュニケー 

ションとしての手話
しゅわ

は本条例
ほんじょうれい

の範囲
はんい

かと思う
おも

が、言語
げんご

としての手話
しゅわ

は別
べつ

の条例
じょうれい

が良い
 よ

。ただし、

今後
こんご

この会議
かいぎ

の中
なか

で議論
ぎろん

していきたいと考え
かんが

ている。 

・わかりやすい版
ばん

（ルビ）は聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

にとっても理解
りかい

の助け
たす

になるので重要
じゅうよう

。 

・情報
じょうほう

保障
ほしょう

に関係
かんけい

する事項
じこう

として、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

には言葉
ことば

を持たない
 も

人
ひと

もいる。そのような人
ひと

の意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

や意思
いし

決定
けってい

支援
しえん

も重要
じゅうよう

。（施策
しさく

として）意思
いし

を汲み取る
 く      と

術
じゅつ

の研修
けんしゅう

や支援者
しえんしゃ

を養成
ようせい

する 

ことも必要
ひつよう

ではないか。 

 

（５）相談
そうだん

・紛争
ふんそう

解決
かいけつ

の仕組み
 し  く

の明確化
めいかくか

 

○相談
そうだん

受付
うけつけ

体制
たいせい

  ⇒ 第４・５回
だい            かい

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・都
と

は広い
ひろ

ため、広域
こういき

相談
そうだん

だけでなく、地域
ちいき

の相談
そうだん

体制
たいせい

も重要
じゅうよう

。 

・身近
みぢか

な基礎
きそ

自治体
じちたい

が相談
そうだん

機能
きのう

を持たなければ
 も

、差別
さべつ

解消
かいしょう

につながらない。都
と

として、そのような・

仕組み
 し く

を進めて
すす

いく視点
してん

で体制
たいせい

整備
せいび

を図る
はか

方
ほう

が良
 よ

いのではないか。 

・相談
そうだん

窓口
まどぐち

には、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の相談先
そうだんさき

としての機能
きのう

も必要
ひつよう

。 

・相談
そうだん

を受け付ける
 う      つ

窓口
まどぐち

の明確化
めいかくか

が必要
ひつよう

。 



・単
たん

なる苦情
くじょう

処理
しょり

ではなく、苦情
くじょう

対応
たいおう

をサービス改善
かいぜん

のきっかけとする視点
してん

が重要
じゅうよう

。 

・明確
めいかく

で分かりやすい
 わ

相談先
そうだんさき

が必要
ひつよう

。 

・知的
ちてき

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

は、電話
でんわ

で知らない
 し

人
ひと

に相談
そうだん

するのは難しい
むずか

と思う
おも

こともある。日ごろ
 ひ

お付き合い
     つ      あ

のある人
ひと

などに相談
そうだん

できると良
よ

い。 

○実行性
じっこうせい

の確保
かくほ

（紛争
ふんそう

の解決
かいけつ

）  ⇒ 第４・５回
だ い     か い

検討
けんとう

部会
ぶかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・相談
そうだん

・紛争
ふんそう

解決
かいけつ

機関
き か ん

については、機動性
きどうせい

の確保
か く ほ

が重要
じゅうよう

。 

・解決
かいけつ

が難しい
むず

場合
ばあい

、最終的
さいしゅうてき

な紛争
ふんそう

解決
かいけつ

手段
しゅだん

となる訴訟
そしょう

との関係
かんけい

も考える
かんが

べき。 

・相談
そうだん

結果
けっか

や紛争
ふんそう

解決
かいけつ

結果
けっか

の公表
こうひょう

により、法
ほう

が求める
もと

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

についてみんなが知識
ちしき

と 状況
じょうきょう

を 

共有
きょうゆう

することが重要
じゅうよう

。 

・悪意
 あくい

のある事案
 じあん

については、罰則
ばっそく

が必要
ひつよう

。 

・この条例
じょうれい

は、罰則
ばっそく

等
とう

のネガティブなものでない方
ほう

が良い
 よ

。 

・八王子市
  はちおうじし

の条例
じょうれい

の趣旨
しゅし

は、障害
しょうがい

理解
りかい

を進めて
すす

いくことと考えて
かんが

おり、ペナルティ的
          てき

規定
きてい

である

「公表
こうひょう

」規定
きてい

は設けて
もう

いない。この点
てん

様々
さまざま

な考え方
かんが  かた

があり、整理
せ い り

する必要
ひつよう

がある。 

（６）その他
     た

 

○条例
じょうれい

の啓発
けいはつ

 ⇒ 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

内容
ないよう

等
とう

の詳細
しょうさい

は地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

において検討
けんとう

予定
よてい

 

・条例
じょうれい

の策定
さくてい

及び
およ

策定後
さくていご

の段階
だんかい

で、都民
とみん

に広める
ひろ

ための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

についても部会
ぶかい

の論点
ろんてん

と合わせて
 あ

議論
ぎろん

していきたい。 

 

議事②「検討
けんとう

の進め方
すす    かた

について」 

○団体
だんたい

ヒアリングの進め方
すす    かた

 

・ヒアリングを進める
すす

に当たって
 あ

は、漠然
ばくぜん

と意見
いけん

を聴く
 き

とした場合
ばあい

、議論
ぎろん

が広がり
ひろ

収集
しゅうしゅう

がとり 

づらくなる恐れ
おそ

がある。この検討
けんとう

の中
なか

で論点
ろんてん

となる点
てん

などについて意見
いけん

を聴きつつ
 き

、自由
じゆう

意見
いけん

も

述べられる
 の

よう留意
りゅうい

するのが良い
 よ

のではないか。 

・条例
じょうれい

の主要
しゅよう

論点
ろんてん

について、団体
だんたい

の賛否
さんぴ

等
とう

の考え方
かんが かた

を参考
さんこう

にできれば良い
 よ

のではないか。 

・知的
ちてき

障害者向け
しょうがいしゃむ

のヒアリングでは、なんでもいいから御意見
ごいけん

を下さい
くだ

というやり方
        かた

では難しい
むず

。

（事前
じぜん

の説明
せつめい

もなく）ヒアリングのその場
ば

で話して
はな

もらうというやり方
        かた

は厳しい
きび

ため、事前
じぜん

説明
せつめい

等
とう

で     

段階
だんかい

を踏んで
 ふ

話す
はな

ことを理解
りかい

してもらいながら進め
すす

るべき。 

・知的
ちてき

の団体
だんたい

に限らず
かぎ

、意見書
いけんしょ

の提出
ていしゅつ

依頼
いらい

にあたっては、聞く
 き

べきことを明確
めいかく

に整理
せいり

して提示
ていじ

 

しなければ、きちんとした答え
こた

を引き出す
 ひ     だ

ことが難しい
むずか

のではないか。 

 


